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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第17期

第３四半期連結
累計期間

第18期
第３四半期連結
累計期間

第17期

会計期間
自平成27年７月１日
至平成28年３月31日

自平成28年７月１日
至平成29年３月31日

自平成27年７月１日
至平成28年６月30日

売上高 （千円） 8,571,280 6,857,063 11,219,347

経常利益 （千円） 428,480 74,081 488,395

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純損益（△は損失）
（千円） 218,638 △13,038 210,430

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 182,908 11,293 146,044

純資産額 （千円） 3,900,002 3,702,100 3,868,047

総資産額 （千円） 4,995,606 4,581,005 4,905,400

１株当たり四半期（当期）純損益

金額（△は損失）
（円） 42.28 △2.55 40.66

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 41.88 － 40.35

自己資本比率 （％） 78.1 80.8 78.9

 

回次
第17期

第３四半期連結
会計期間

第18期
第３四半期連結
会計期間

会計期間
自平成28年１月１日
至平成28年３月31日

自平成29年１月１日
至平成29年３月31日

１株当たり四半期純損益金額（△

は損失）
（円） 22.80 △11.36

 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第18期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在

するものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

２【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

なお、平成28年７月１日付で、モバイルコンテンツ事業を行う株式会社ボルモ（連結子会社）を新規設立し、平成

28年11月１日付で、当社のモバイルコンテンツ事業のうち「LOVE☆スクランブル」にかかる事業を会社分割にて新設

会社（株式会社ボルスタ）に承継し、平成29年２月１日付で、主にVR・AR・AI技術を用いたモバイルコンテンツ事業

を行う株式会社ボルテージVR（連結子会社）を新規設立しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当第３四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

 

(1)財政状態の分析

（資産の部）

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は、4,581,005千円（前連結会計年度末比324,394千円減）となりまし

た。

　流動資産は、3,498,095千円（同207,831千円減）となりました。その主な要因は、現金及び預金の減少132,361

千円及び、売掛金の減少131,130千円等によるものであります。

　固定資産は、1,082,910千円（同116,563千円減）となりました。その主な要因は、ソフトウェア資産の償却等

による無形固定資産の減少53,466千円及び、サーバーの除却等による有形固定資産の減少32,027千円等によるも

のであります。

（負債の部）

　負債は、878,904千円（同158,447千円減）となりました。

　流動負債は、878,904千円（同158,447千円減）となりました。その主な要因は、テレビCMの出稿費用の支払等

により未払費用が100,135千円減少したことによるものであります。

（純資産の部）

　純資産は、3,702,100千円（同165,946千円減）となりました。その主な要因は、自己株式の取得による減少

99,942千円によるものであります。

 

(2)経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、緩やかな回復基調が続くなかで、企業収益は改善しまし

た。また、個人消費は、消費者マインドに持ち直しの動きがみられ、実質総雇用者所得が緩やかに増加してお

り、総じてみれば持ち直しの動きが続いております。

モバイルビジネスを取り巻く環境は、平成28年３月末時点のスマートフォン契約数が7,715万件（端末契約数

の59.9％）となり、スマートフォン契約数は平成30年度に1億件に達する見通しとなっています（注１）。

このような環境の下、当社グループは、基幹モデル（既存展開）の収益維持、基幹モデル（新展開）の規模拡

大と収益化、新規モデルの早期収益化を目指し、事業を運営しており、当期第２四半期連結会計期間より、区分

ごとに取り組むべきことが明確になったことで、区分名を基幹シリーズ、新シリーズ、実験作へそれぞれ変更し

ております。

当第３四半期連結累計期間における売上は、基幹シリーズの減少は想定通りとなったものの、新シリーズ及び

実験作・その他の立ち上がりが想定よりも遅れ、6,857,063千円（前年同期比20.0％減）となりました。なお、第

３四半期連結会計期間末である３月には、新シリーズ及び実験作・その他のいくつかの新規タイトルを配信開始

しており、業績への寄与は第４四半期以降になると見込んでおります。

費用は、広告宣伝費の抑制等により大幅に減少しましたが、売上の減少を補てんするには至らず、営業利益は

66,545千円（前年同期比85.0％減）、経常利益は74,081千円（同82.7％減）、親会社株主に帰属する四半期純損

失は13,038千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純利益218,638千円）となりました。

 

　事業区分別の業績は、以下の通りであります。なお、当期第２四半期連結会計期間より、事業区分名を変更し

ておりますので、以下の前年同期比較については、前年同期の数値を変更後の事業区分名に組み替えて比較して

おります。

 

①基幹シリーズ

　基幹シリーズは、恋愛ドラマアプリのうち、「F2P（注２）シリーズ」と「P2P（注３）シリーズ」が該当しま

す。

　主に「F2Pシリーズ」のソーシャル専業PF（注４）向けと「P2Pシリーズ」のOS系PF（注５）向けの減少が続き、

売上高は4,979,174千円（前年同期比26.9％減）となりました。
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②新シリーズ

　新シリーズは、ターゲット層や制作技術を基幹シリーズから派生させたシリーズ群です。平成29年６月期は、

「シーク（注６）ドラマシリーズ」「L10N（注７）シリーズ」が該当します。

　「L10Nシリーズ」において一部のF2Pタイトルが好調だった一方、既存のP2Pタイトルが不調だったことや、

「シークドラマシリーズ」の不調により、売上高は1,365,636千円（前年同期比19.3％減）となりました。

 

③実験作・その他

　実験作は、ターゲット層や制作技術が基幹シリーズ、新シリーズとは異なるシリーズ群です。平成29年６月期

は、「P2P DRAGON（注８）シリーズ」「F2P US REAL（注９）シリーズ」「男性向けサスペンスシリーズ」「パズル

アクションゲームシリーズ」「モーション（注10）シリーズ」が該当します。

　「男性向けサスペンスシリーズ」の拡大及び「パズルアクションゲームシリーズ」の積み上げにより、売上高

は512,252千円（前年同期比691.3％増）となりました。

 
（注）１．出所：株式会社MM総研「2016年度上期 携帯電話端末出荷と契約数の推移・予測」平成28年11月10日発表

　　　２．F2P：Free-to-Playの略称。基本プレイ無料・アイテム課金制のコンテンツ
　　　３．P2P：Pay-to-Playの略称。ストーリー単位の個別課金制のコンテンツ
　　　４．ソーシャル専業PF：GREE、Mobage、mixi、Ameba等のSNS PF

　　　５．OS系PF：App Store、Google Play等のアプリマーケット

　　　６．シーク：ヒロインが証拠を集め、世の中の嘘や偽りを暴いていくストーリーシリーズ
　　　７．L10N：北米市場向けアニメ絵であり、日本語版恋愛ドラマアプリを翻訳したコンテンツ。Localizationを意味する省略表記
　　　８．DRAGON：北米市場向けアニメ絵であり、北米市場向けに作ったコンテンツ。北米向けにアレンジされたドラゴンロール寿
　　　　　　　　　司に由来。対ユーザー呼称AmeMix(アメミックス）
　　　９．US REAL：北米市場向けリアル絵のコンテンツ(旧：USオリジナル)

　　　10．モーション：株式会社ボルモが開発するモーションタイプのコンテンツ
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 15,120,000

計 15,120,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成29年３月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年５月11日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,197,573 5,197,573
東京証券取引所

（市場第一部）

　完全議決権株式であ

り、株主としての権利内

容に何ら限定のない当社

における標準となる株式

であります。

　また、単元株式数は100

株となっております。

計 5,197,573 5,197,573 － －

（注）「提出日現在発行数」欄には、平成29年５月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　 該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年１月１日～

平成29年３月31日（注）
900 5,197,573 155 936,466 155 902,066

（注）新株予約権の行使による増加であります。

 

（６）【大株主の状況】

 当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成28年12月31日）に基づく株主名簿による記載をして

おります。

 

①【発行済株式】

平成28年12月31日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 　91,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,102,600 51,026  権利内容に限定のない標準となる株式

単元未満株式 普通株式　　　2,573 － －

発行済株式総数 5,196,673 － －

総株主の議決権 － 51,026 －

 

②【自己株式等】

平成28年12月31日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

株式会社ボルテージ
東京都渋谷区恵比寿

四丁目20番３号
91,500 － 91,500 1.76

計 － 91,500 － 91,500 1.76

（注）当第３四半期連結会計期間末現在の所有自己株式数は、91,528株となっております。

 

 

２【役員の状況】

 該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（平成29年１月１日から平

成29年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、ＰｗＣあらた有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、ＰｗＣあらた監査法人は、監査法人の種類の変更により、平成28年７月１日をもってＰｗＣあらた有限責任

監査法人となっております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(平成28年６月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年３月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,237,800 2,105,439

売掛金 1,290,622 1,159,491

前渡金 61,480 36,888

前払費用 81,252 89,211

繰延税金資産 32,475 61,099

その他 3,404 46,842

貸倒引当金 △1,109 △877

流動資産合計 3,705,926 3,498,095

固定資産   

有形固定資産 209,919 177,892

無形固定資産   

ソフトウエア 473,277 419,811

無形固定資産合計 473,277 419,811

投資その他の資産 516,276 485,206

固定資産合計 1,199,473 1,082,910

資産合計 4,905,400 4,581,005

負債の部   

流動負債   

買掛金 188,906 194,262

未払金 5,099 16,540

未払費用 603,545 503,410

未払法人税等 96,519 20,773

賞与引当金 - 120,109

その他 143,280 23,808

流動負債合計 1,037,352 878,904

負債合計 1,037,352 878,904

純資産の部   

株主資本   

資本金 936,148 936,466

資本剰余金 901,748 902,066

利益剰余金 2,031,050 1,940,078

自己株式 △196 △100,139

株主資本合計 3,868,750 3,678,471

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 823 3,543

為替換算調整勘定 △1,526 20,086

その他の包括利益累計額合計 △702 23,629

純資産合計 3,868,047 3,702,100

負債純資産合計 4,905,400 4,581,005
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成28年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成29年３月31日)

売上高 8,571,280 6,857,063

売上原価 3,232,611 3,042,013

売上総利益 5,338,669 3,815,049

販売費及び一般管理費 4,895,458 3,748,504

営業利益 443,210 66,545

営業外収益   

受取利息 646 700

受取配当金 92 83

助成金収入 16,015 -

為替差益 - 1,900

雑収入 843 4,861

営業外収益合計 17,598 7,545

営業外費用   

為替差損 32,329 -

雑損失 - 9

営業外費用合計 32,329 9

経常利益 428,480 74,081

特別損失   

固定資産売却損 - 3,890

固定資産除却損 6,051 1,505

特別損失合計 6,051 5,395

税金等調整前四半期純利益 422,428 68,685

法人税、住民税及び事業税 201,171 115,970

法人税等調整額 2,618 △21,949

法人税等の更正、決定等による納付税額又は還付税

額
- △12,297

法人税等合計 203,789 81,724

四半期純利益又は四半期純損失（△） 218,638 △13,038

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
218,638 △13,038
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成27年７月１日
　至　平成28年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成28年７月１日
　至　平成29年３月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 218,638 △13,038

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △1,354 2,719

為替換算調整勘定 △34,375 21,612

その他の包括利益合計 △35,729 24,332

四半期包括利益 182,908 11,293

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 182,908 11,293
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第１四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社ボルモを、第２四半期連結会計期間より、新たに設立

した株式会社ボルスタを連結の範囲に含めております。

　また、当第３四半期連結会計期間より、新たに設立した株式会社ボルテージVRを連結の範囲に含めておりま

す。

 

（会計方針の変更）

　該当事項はありません。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

　「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号　平成28年３月28日）を第１

四半期連結会計期間から適用しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成28年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成29年３月31日）

減価償却費 322,917千円 279,364千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　平成27年７月１日　至　平成28年３月31日）

配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年９月29日

定時株主総会
普通株式 77,322 15.0 平成27年６月30日 平成27年９月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　平成28年７月１日　至　平成29年３月31日）

１．配当金支払額

(決議) 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年９月29日

定時株主総会
普通株式 77,933 15.0 平成28年６月30日 平成28年９月30日 利益剰余金

２．株主資本の金額の著しい変動

　当社は、平成28年８月15日開催の取締役会決議に基づき、自己株式91,300株の取得を行いました。この結

果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が99,942千円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て自己株式が100,139千円となっております。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社グループは、モバイルコンテンツ事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四

半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成27年７月１日
至　平成28年３月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成28年７月１日
至　平成29年３月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四

半期純損失金額（△）
42円28銭 △２円55銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額又は親

会社株主に帰属する四半期純損失金額（△）

（千円）

218,638 △13,038

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額又は親会社株主に帰属する四半期純損

失金額（△）（千円）

218,638 △13,038

普通株式の期中平均株式数（株） 5,170,942 5,105,044

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 41円88銭 －

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額

（千円）
－ －

普通株式増加数（株） 50,311 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

――― ―――

（注） 当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在する

ものの１株当たり四半期純損失金額であるため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成29年５月11日

株式会社ボルテージ

 取 締 役 会 御 中

 

ＰｗＣあらた有限責任監査法人

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 岩 尾　健 太 郎　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 久 保 田　正 崇　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社ボルテー

ジの平成28年７月１日から平成29年６月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成29年１月１日から平成

29年３月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成28年７月１日から平成29年３月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ボルテージ及び連結子会社の平成29年３月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

     ２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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